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　人ロの動き
一3月1日現在一
男4，172（十3）
女4，242（一4）
計8，414（一1）
世帯数2，254（十2）

　　（）は前月比較
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予算（案）の姿年度

（単位：％）総額は51億6，500万円

濠1

〈歳入＞

その他の内訳

諸　　収　　入

　　　　　2．2

分担金・負担金

　　　　　2．0
地方消費税交付金

　　　　　1．3
使用料及び手数料

　　　　　1．3

地方譲与税
　　　　　1．1
繰　　越　　金

　　　　　1．0
自動車取得税交付金

　　　　　0．6

財産収入
　　　　　0．6
地方特例交付金

　　　　　0．4

利子割交付金

　　　　　0．1

地方交付税

　43．9％

その他

10．6％　　繰入金＼
　　　4．7％
国庫支出金

　5．1％

県支出金

7．1％

疑
　　町　債

　　13．0％

費
％
生
マ

民
1
5

田丁　税

15．6％

費
％
木
洛

土
1
8

　　　　　その他
　　　　　6．8％
　　衛生費
　　6．9％

商工費

8．7％

教育費

9．0％

　
訳
　
内
費
。
7
費
。5
費
っ
費
4

　
の
　
　
3
　
　
1
旧
0
　
　
0

＞
他
防
　
会
　
復
　
働

出
の
　
　
　
　
　
害

歳
そ
消
　
議
　
災
　
労

く

費
％
債
ゆ

公
1
3

農林水産
　業費

渉　欝
予備費
　0．3

二
月
四
日
、
平
成
士
年
度
川
西
町
②

一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
（
案
）
が
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
十
一
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
は
、
国
・
県
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
1

反
映
し
な
が
ら
も
、
第
五
次
川
西
町
総

合
開
発
計
画
（
計
画
期
間
目
平
成
8
年

度
～
1
7
年
度
）
に
あ
る
『
快
適
な
暮
ら

し
の
中
に
、
安
ら
ぎ
と
感
動
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
』
と
い
う
基
本
方
向
の
実
現

に
向
け
、
事
業
の
進
行
を
止
め
る
こ
と

な
く
、
幅
広
い
二
ー
ズ
に
対
応
し
た
関

係
事
業
を
調
整
し
な
が
ら
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
町
の
一
般
会
計
予
算
（
案
）
は
五
十

一
億
六
千
五
百
万
円
で
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
五
千
五
百
万
円
、
率
に
し
て
一

・
一
パ
ー
セ
ン
ト
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
つ
の
特
別
会
計
予
算
（
案
）

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
区
分
ご
と
に

増
減
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
で
は
二
十

一
億
四
千
五
百
六
十
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
六
億
九
千
七
百
四
十
万
円
、
率
に

し
て
二
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
水
道
事
業
会
計

予
算
（
案
）
に
お
け
る
歳
出
は
、
二
億

五
千
二
百
七
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
一
年
度
の
主
要
な
施
策
を
次

ぺ
ー
ジ
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
各
区
分
に
つ
い
て
の

説
明
は
、
本
紙
四
月
号
に
町
長
の
施
設

方
針
と
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。



区　　分 事　　　　　　　業　　　　　　　名 予　算　額

1　夢を育む人
づくり

★心の教育推進事業（専門カウンセラー設置、電話教育相談、心の教室相談、

　　　　　　　適応指導教室、明るいあいさつ運動）
★スポーツ国際交流事業（新規：中国黒龍江省の青少年との相互訪間交流ほ

　　　　　　　　　か）
○多目的屋内体育施設オープン（ゲートボール、テニス、バッテングセンター）

★〔新規〕子宝祝金支給事業（第1子・2子：3万円、第3子以降：5万円）

○その他の少子化対策事業：乳児・幼児医療費助成、保育料軽波奨学金貸与

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（48，112千円）

4，419　千円

6，398

2，460

2健康で安心
して暮らせる

地域づくり

★介護保険事業（Hl2．4．1スタートに向け準備経費）

○健康プール整備推進ソフト対策事業（水中運動教室ほか）
16，723

3，349

3働く喜びに

あふれる産業

づくり

★〔新規〕町農業構造政策の推進（地区営農委員会の活動支援、生産基盤施

　　　　　　　　　　　設の機能アップ計画調査）
★仙田地域総合整備事業（仙田道の駅関連農産物貯蓄用雪室、岩瀬体験農園

　　　　　　　　　ほか）
★〔新規〕新潟川西農協経営改善事業補助金

○水田営農確立対策事業（緊急生産調整推進対策）

○中小企業金融安定化等特別保証補助金

○町商工会補助金’（経営改善普及事業、地域総合振興事業）

5，664

187，544

10，000

21，735

3，000

6，500

4　快適で美し

い環境づくり

★賑わい空間整備事業
　〔新規〕基本設計、実施設計ほか61，000千円

　　　　（土地開発公社対応：用地買収・物件補償450，000千円）

　〔新規〕中心市街地活性化まちづくり計画策定事業補助金（1，500千円）

★〔新規〕中屋敷宅地造成事業（33区画、団地内町道整備ほか107，750千円）

　　　　（土地開発公社対応：用地買収・物件補償・宅地造成：275，700千円）

○道路改良舗装事業（改良4路線、舗装1路線、維持補修9路線）

★特定公共賃貸住宅（1棟6戸）

512，500

383，450

231，440

112，246

5　楽しさ広が
るふるさとつ’

くり

○〔新規〕川西高校前バス停留所整備事業

○仙田地区振興事業（寒九のトロロの里事業補助、仙田地区観光資源保護調査

　（日本ナショナルトラスト）事業ほか

3，000

6，000

6　開かれた自

主的行政の推

進

★行政改革の推進（定員管理、保育園統合の検討、経常経費の軽減、事務の

　　　　　　OA化）
★情報公開への準備（H12．10．1情報公開条例制定予定）

区　　分 事　　　　　　　業　　　　　　　名 町負担額

国　・　県　・

広域関係

○介護保険認定審査共同化負担金

〇十日町地域衛生施設組合負担金

　〔新規〕火葬場建設着手、ペットボトル回収準備、ダイオキシン対策、最終

　　　処分場ボーリング調査

3，479　千円

88，236

○県営かんがい排水事業負担金（事業費26，000千円）

○県営防災ダム事業負担金（長福寺地区、松葉沢地区：事業費245，400千円）

○県営水環境整備事業負担金（上野・下平新田地区：事業費80，000千円）

○広域基幹林道事業（事業費60，000千円）

4，803

22，726

21，200

4，200

○国県道工事負担金 32，000

★広域里創プラン事業負担金

　ハード：光の館、コテージ、遊歩道整備、連絡道、コテージ2棟オープン

　ソフト：大地の芸術祭（H12．7～9月）準備経費

303，816

0”．3．10



集落別緊急生産調整目標面積一覧表．
　　　　　　　　　　　　　　　（単位．a）

平成11年度

集　　落　　名

集　　落　　別

水稲作付
可　能　面　積

　①

平成11年度
生　産　調　整
目　標　面　積
②＝③＋④＋⑤

生産調整目標面積の内訳
特　別　定　着
カウント面積

　③

加　工　用　米
カウント面積

　④

転　　作　　等
面　　　　　積

　⑤
東　　　　山 3，379．7 857．0 42．5 50．9 763．6

水　　口　　沢 2，757．1 699．1 3．2 41．5 654．4

中　屋　　敷 2，456．5 622．9 6．3 37．7 578．9

上　　新　　井 2，229．4 565．3 59．4 33．8 472．1

沖　　　　立 10，940．3 2，774．1 8．9 163．7 2，601．5

伊　　　　　友 6，855．6 1，738．3 4．0 102．9 1，631．4

高　　原　　田 2，257．4 572．4 77．9 33．7 460．8

坪　　　　　山 2，761．3 700．2 76．3 39．9 584．0

霜　　　　条 2，599．9 659．2 23．6 40．4 595．2

鶴　　　　吉 1，204．8 305．5 3．0 17．9 284．6

千　　手　辮 37、442。O 9，獲9違。の 、　　　議賑灘 、　　　§囎、4
3、・6鑛。5

上　　　　　野 5，836．7 1，480．0 112．4 89．2 1，278．4

元　　　　　町 3，480．6 882．6 2．9 52．8 826．9

新町新田 4，542．8 1，151．9 28．3 70．3 1，053．3

下平新田 3，453．3 875．6 8．6 52．2 814．8

三　　　　領 1，879．8 476．6 0．0 28．3 448．3

小　　根　　岸 1，547．1 392．3 0．0 22．9 369．4

茎　　野　　誹 20，740．3 5，2翻、0
欝2『、馨 l　iP雛i辮

木　　　　落 6，167．5 1，563．9 0．0 93．2 1，470．7

寺　　ケ　　崎 1，301．3 330．0 9．0 19．4 301．6

塩　　　　辛 902．3 228．8 0．0 13．7 215．1

仁　　　　　田 6，029．7 1，528．9 3．0 91．7 1，434．2

野　　　　　口 7，438．9 1，886．2 43．7 111．6 1，730．9

原　　　　　田 2，366．5 600．1 23．8 35．2 541．1

根　　　　　深 2，225．2 564．2 79．1 33．5 451．6

下　　　　　原 2，678．4 679．1 0．0 39．5 639．6

四　　十　　歩 336．0 85．2 19．2 5．1 60．9

橘　　　　欝 29，445．8 7，46β．4 鋸7．8 麟2薄
中　　仙　　田 2，674．4 678．1 67．1 40．7 570．3

室　　　　島 1，874．4 475．3 161．0 27．5 286．8

小　　　　　脇 1，368．9 347．1 105．1 21．4 220．6

高　　　　倉 692．3 175．5 264．0 10．7 一99．2

藤　　　　　沢 69．1 17．5 6．5 1．2 9．8

田　　　　　戸 1，287．3 326．4 26．1 19．7 280．6

赤　　　　　谷 2，217．4 562．3 56．7 33．3 472．3

岩　　　　瀬 2，408．8 610．8 271．1 36．5 303．2

大　　　　倉 321．2 81．4 99．2 4．7 一22．5

大　　白　　倉 1，533．7 388．9 68．4 23．0 297．5

小　　白　　倉 2，324．1 589．3 73．7 34．3 481．3

獺　　岡　　欝 王6，771、6 4，252．6 1，襲菱8．9 253．0 2．琴磯潔

川西町計 104，399．7 26，472．0 1，834．0 1，574．0 23，064．0

平
成
11
年
度
生
産
調
整
目
標
面
積
を
配
分

　
「
米
需
給
安
定
対
策
（
全
国
と
も
補

償
）
」
と
「
稲
作
経
営
安
定
対
策
（
米

価
下
落
時
の
補
て
ん
）
」
と
い
う
新
た
な

制
度
と
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
緊
急
生

産
調
整
推
進
対
策
は
、
本
年
二
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
二
月
十
日
、
右
に
示
し

た
一
覧
表
の
と
お
り
、
各
集
落
に
平
成

十
一
年
度
の
生
産
調
整
目
標
面
積
を
通

知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
全
体

の
目
標
面
積
は
、
二
六
四
・
七
二
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
米
の
生
産
調
整
は
、
著
し
い
米
の
需

給
ギ
ャ
ッ
プ
を
是
正
す
る
と
と
も
に
米

価
の
安
定
を
図
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま

し
て
、
米
の
生
産
者
に
と
っ
て
は
無
視

で
き
な
い
重
要
な
課
題
で
す
。

　
こ
の
生
産
調
整
と
転
作
の
定
着
に
つ

い
て
、
改
め
て
関
係
各
位
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
緊
急
対
策
の
推
進
に
つ
い

て
集
落
を
あ
げ
て
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

　
陽
春
三
月
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
地

方
で
は
ま
だ
ま
だ
雪
に
埋
も
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
日
差
し
に
春
を
感
じ
さ
せ

て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
町
で
卓
球
コ
ー
チ
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
ワ
ン
シ
ャ
ン
ユ
　
　
　
ユ
　
ホ
ン

招
へ
い
し
て
い
る
王
翔
宇
・
干
虹
夫
妻

の
結
婚
を
お
祝
い
す
る
集
い
が
開
か
れ

ま
し
た
、
二
人
は
王
さ
ん
の
来
日
し
た

二
か
月
程
前
に
、
中
国
で
結
婚
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
来
日
後
そ
の
こ
と
を
知
っ

た
卓
球
関
係
者
の
計
い
で
、
干
さ
ん
も

間
も
無
く
来
日
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
今
で
は
大
変
日
本
語
も
上
達
し
、
日

　
　
　
　
ほ
と

常
会
話
は
殆
ん
ど
不
自
由
な
い
位
に
な

り
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
二
人
の
誠
実
で
礼
儀
正
し
く
、
飾
ら

な
い
人
柄
と
、
王
コ
ー
チ
の
熱
心
な
指

導
振
り
に
感
動
し
た
川
西
中
学
校
卓
球

部
保
護
者
会
と
川
西
町
、
十
日
町
市
の

卓
球
協
会
が
音
頭
を
と
り
、
結
婚
を
お

祝
い
す
る
集
い
が
催
さ
れ
た
次
第
で
す
。

　
そ
れ
は
、
王
コ
ー
チ
の
日
ご
ろ
の
活

躍
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
在
日
中
に
よ

い
思
い
出
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
し

た
、
純
粋
な
気
持
ち
が
盛
り
上
っ
た
も

の
で
、
簡
素
の
中
に
も
、
大
変
華
や
い

だ
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
集
者
は
約
九

十
名
で
新
潟
県
卓
球
協
会
理
事
長
を
始

め
新
潟
市
内
か
ら
も
多
数
の
出
席
者
が

あ
り
、
な
か
で
も
十
日
町
市
民
の
方
が

大
勢
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
勢
集
い
ま
す
と
、
多
彩
な
ア
イ
デ

ア
も
出
て
来
ま
す
。
夫
妻
は
初
め
て
の

和
服
に
感
激
し
な
が
ら
も
、
緊
張
気
味

で
し
た
が
、
会
の
進
行
と
共
に
、
和
気

あ
い
あ
い
の
う
ち
と
け
た
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
な
か
で
も
、
可
愛
い
保
育
園
児
か
ら

の
花
束
贈
呈
や
、
中
学
一
年
生
が
一
週

間
も
か
け
て
造
っ
た
と
い
う
、
手
造
り

フ
ラ
ワ
ー
に
は
、
本
当
に
感
動
を
禁
じ

得
な
か
っ
た
様
子
で
、
繰
り
返
し
「
私

ど
も
の
た
め
に
、
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
」
と
お
礼
を
言
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　
私
は
、
町
の
国
際
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
事
業
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
皆
様

に
受
け
入
れ
ら
れ
、
今
後
の
仲
間
づ
く

り
、
地
域
活
性
、
日
中
友
好
の
た
め
、

力
強
く
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
な

が
ら
、
卓
球
関
係
者
の
ご
配
慮
に
感
謝

し
て
い
る
次
第
で
す
。

緊
張
気
味
に
お
祝
い
を
受
け
る

王
コ
ー
チ
（
左
）
と
干
虹
夫
妻
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低利な融資制度、有利な補助金制度

　　　　　　　　　平成11年度の申込書受付期間は4月1日から10月29日まで

　町では、屋根の雪おろし作業の解消と、安全で快適な克雪

住宅を普及したいと、一定要件に該当した住宅に対して、低

利な融資制度、有利な補助金制度を設けております。

　平成11年度中に住宅の新築や増改築、屋根の改良を予定し
ている方で融資制度、補助金制度の申し込みを希望する方は、i，i、・’

10月29日までに申込書類を提出してください。

　なお・平成10年度と制度の内容が次のように改正されまし

たので注意してください。

◎融資制度の改正内容

　融雪式、耐雪式の貸付利率が「年利2．0％」から「年利

1．5％」に、落雪式が「年利5．0％」からr年利3．0％」

にそれぞれ変更されました。

※提出先・問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　融資・補助金制度を受けて改良された住宅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千手地内）
　　　　　　　建設課都市計面係（68－3111〈内線322＞）

◎融資制度最高500万円（300万円）利率は1．5％（3．0％）

区　分
融　　　　　資　　　　　対　　　　　　象
対　　　　　　象　　　　　　経　　　　　　費 融　　資　　額 融資利率 融資期間

平年雪に対して屋根の上で融雪できる施設を備えた建物の新 融資対象経費の50万

融雪式
築・増築・改築、又は屋根部分の改良融雪施設の設置に要する
経費。ただし、地下水の開放利用を伴うものは除く。

円以上500万円以内と
する。

年1．5％

（融資額は10万円単位）

屋根の構造、勾配等により人力によらずに落雪する建物の新
築・増築・改築又は屋根部分の改良、施設の設置に要する経費
で、次の各号のすべてに該当するもの。

（1）階高（床下部分の構造が非木造で、その部分に居住室がな
いもの）が1．5m以上あること。

落雪式
（2）屋根勾配が概ね25度以上で、金属板等滑雪能力のある材料
　を使用したもの。ただし、特に滑雪能力がある材料を使用す
　る場合の屋根勾配はこの限りではない。

（3）落雪側の外壁から、隔地境界線までの距離を軒高の70％以

　融資対象経費の80％
以内で50万円以上300
万円以内とする。
（融資額は10万円単位）

年3．0％ 15年以内

上確保すること。ただし、屋根形状により落雪が隣地に影響
を及ぼさないと認められる部分についてはこの限りではない。

（4）外壁から道路及び河川境界線等までの距離を2．5m以上確保
すること。

3．Om以上の積雪荷重にも安全であることが構造計算等で確認 融資対象経費の80％

耐雪式
でき、かつ雪ぴ対策を講じた2階建以上の建物、及び平屋建で
5台以上収容可能な共同車庫の新築・増築・改築に要する経費。

以内で50万円以上500
万円以内とする。

年1．5％

ただし、アーチ型に類するものは除く。 （融資額は10万円単位〉

※　融雪構造家屋の新増改築の場合　屋根面積　66m2以下　（融資限度額300万円）　66m2超～100㎡以下（融資限度額400万円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　100m2超　　（融資限度額500万円）
※　落雪式家屋の新増改築の場合　　床面積　100m2以下（融資限度額200万円）　100m2超（融資限度額300万円）

◎補助金制度最高限度額は融雪式・耐雪式44万円
克雪住宅の種類 要　　　　　　　　　　　　　　　件

融　　　雪　　　式
　熱エネルギー（電気、ガス、灯油等）又は地下水等の利用により屋根融雪できる施設（構
造）の住宅の新築・増築・改築及び改良。ただし、地下水かん養施設を設置した以外の地下
水等の開放利用のものは除く。

耐　　　雪　　　式 3．Omの積雪荷重（1㎡当たり900kg）に対し、安全であることが構造計算等により確認で
き、かつ雪ぴ対策を講じた住宅の新築、増築及び改築。
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町民スキー大会

小学校親善スキー大会

第21回

第14回
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図
書

案
内

　
総
合
セ
ン
タ
ー
内
の
公
民
館
図
書
室

で
は
、
順
次
新
刊
を
整
え
皆
さ
ん
の
お

い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
図
書
に
つ
い
て
の
お
間
い
合
わ
せ
な

ど
は
、
町
教
育
委
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会
社
会
教
育
係
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。
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今回は、前回に引き続き都市づくりに必要な：各分野の万針（案）を掲載します。3回目は

「みどりの万針（案）」の抜粋版です。みどりの万針では、町民の皆さんの「憩いの場」とな

る公園緑地の万向性を定めています。

《基本的な考え万》

○テーマ性のある公園づくりを進めます

○市外地内に憩いのスペースを配置します

○広域・都市レベル、生活レベルに即した

機能を持つ公園づくりを推進します

○ブナ林の保全を図ります

《整備方針》

広域・都市レベル

○郊外においては、広域・都市レベルでの

利用を考慮し、「自然」「観光」「レジャー」

　「スポーツ」の複合する機能を持ち、町

内外の人々が利用できる公園整備を推進

します。

○広域的利用を意識したサイン整備※の充

実を図ります。

※サイン：案内板、標識、案内図などを表示すること。

生活レベル

○冬季でも快適にスポーツができる

全天候型運動施設の充実を図り、

住民の健康やレクリエーションに

対する要望に応えます。

暦
68

13
1
1
1
パ内
線
322

）

建
設
課
都
市
計
画
係

お
間
い
合
わ
せ
や
ご
意
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〆
　
　
　
　
㌧
し
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ご
（
》
監
、

○「防災」「コミュニティ（ふれあい）」

「憩い」などの複合する機能を持ち、地域

や住民の利用を重視した、最も身近な公

園整備を推進します。

○地域の公園という視点のもと、住民参加

による計画づくりや地域住民主体の公園

管理などを進め、地域住民と行政の協働

による公園づくりをめざします。

　　　　　　将来の公園配置方針図
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／

鞭
閉
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
．
、
礁
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

／
　
　
　
　
蓼
　
　
　
　
　
討

○
ひ
と
た
び
は
ポ
プ
ラ
に
臥
す

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
輝
講
談
社

○
我
幸
い
に
し
て
大
患
を
得
た
り

　
　
　
　
　
高
橋
義
平
　
新
潟
日
報
社

○
大
河
の
一
滴
五
木
寛
之
幻
冬
社

○
天
涯
の
花
　
宮
尾
富
美
子
　
集
英
社

○
は
じ
め
て
読
む
世
界
人
権
宣
言

　
　
　
　
　
　
　
菅
原
朝
也
小
学
館

○
日
本
の
生
活
道
具
①
食
べ
る
道
具

　
　
　
　
　
　
　
②
住
ま
う
道
具

　
　
　
　
　
　
　
③
装
う
道
具

　
　
　
　
　
　
　
④
働
く
道
具

　
　
　
　
　
　
　
⑤
祈
る
・
遊
ぶ
道
具

　
　
　
　
　
　
　
清
水
勝
　
河
出
書
房

○
始
め
て
読
む
世
界
人
権
宣
言

　
　
　
　
　
　
飯
沢
耕
太
郎
　
小
学
館

○
人
生
に
は
何
ひ
と
つ
む
だ
な
も
の
は

　
な
い
　
　
　
　
遠
藤
周
作
　
海
竜
社

○
自
立
す
る
老
後
の
た
め
に

　
　
　
　
　
高
見
沢
た
か
子
　
晶
文
社

〇
六
十
六
の
暦

　
　
　
　
　
　
　
沢
地
久
枝
講
談
社

○
生
き
て
い
て
良
か
っ
た

　
　
相
田
み
つ
を
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

○
人
生
計
画
　
鈴
木
史
彦
　
ご
ま
書
房

○
子
ど
も
た
ち
の
ア
ウ
シ
ビ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
野
村
路
子
　
第
三
文
明
社

○
あ
な
た
の
子
ど
も
を
救
え
ま
す
か

　
　
　
　
野
口
桂
子
　
マ
ジ
メ
ン
ト
社

○
ゴ
ミ
か
ら
考
え
る
環
境
間
題

　
　
　
　
　
　
脇
坂
宣
尚
　
中
央
法
規
　
1
0

0
お
か
あ
さ
ん
一
巻
～
三
巻
　
サ
ト
ウ
　
翫

　
ハ
チ
ロ
ウ
　
　
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

○
花
の
河
中
川
早
苗
　
近
代
文
芸
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

たた藤っ耕人水祈働装住①原界富木平患宮ラ萩
　　　　　　　　　　　　　　　　を本に原
　　　　　　　・道道っべ也権子之新得輝臥浩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社



実
施
し
た
主
な
ソ
フ
ト
事
業

　
0
　
　
　
　
　
　
4

　
　
・
7
1
・

　
4
ー
　
　
　
　
　
　
∩
∠

◆
大
地
＆
ス
テ
キ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

　
モ
ニ
ー
（
ク
ロ
ス
ー
0
）

　
　
特
別
ゲ
ス
ト
　
真
野
響
子
（
女
優
）

　
7
0
0
人
が
参
加
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
プ

寸劇出演の住民ボランティアの

　　　　　　　　　　　（オー

魎偏

ヴ
ァ
ラ
マ
ネ
ッ
シ
ュ
さ
ん
に
よ
る
巣
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
津
南
小
）

国
懸

　
　
　
7
・
2
9

◆
里
創
プ
ラ
ン
・
ス
テ
キ
発
見
首
都
圏

　
プ
レ
ス
発
表
（
東
京
・
ネ
ス
パ
ス
）

　
　
首
都
圏
観
光
記
者
ク
ラ
ブ
会
員
な

　
ど
3
8
社
が
参
加
。

　
　
　
Q
U
・
ハ
ー

◆
越
後
妻
有
8
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
募

　
集
開
始

　
　
写
真
と
言
葉
の
コ
ン
テ
ス
ト

　
募
締
め
切
り
　
今
年
8
月
31
日

　
　
　
Q
U
・
－

◆
花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
9
8

　
日
町
市
昭
和
町
通
り
）

　
　
花
鉢
の
販
売
、

応（
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
生
花
ア
レ
ン
ジ
メ

　
ン
ト
教
室
な
ど
4
0
0
0
人
の
人
手
。

　
　
　
Q
U
・
Q
U
～
7
！

◆
第
1
回
ア
ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
〈
テ
ー
マ
・
鏡
〉

　
　
ア
ー
チ
ス
ト
“
ジ
ョ
セ
ッ
プ
・
マ

　
リ
ア
・
マ
ル
テ
ィ
ン
（
ス
ペ
イ
ン
）
。

　
5
小
中
学
校
・
1
4
3
人
参
加
、
交

　
流
会
（
松
代
町
犬
伏
）
1
5
0
人
参
加
。

　
　
　
　
　
4
　
　
∩
U

　
　
　
n
O
・
　
　
～

　
　
　
　
　
り
乙
　
　
り
乙

◆
第
2
回
ア
ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
〈
テ
ー
マ
・
巣
づ
く
り
〉

　
　
ア
ー
チ
ス
ト
H
ホ
セ
イ
ン
・
ヴ
ァ

　
ラ
マ
ネ
ッ
シ
ュ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
V
。

　
5
会
場
・
1
4
6
人
参
加
、
交
流
会

　
（
十
日
町
市
青
少
年
ホ
ー
ム
）
1
3

　
0
人
が
参
加
。

　
　
　
0
　
　
7
！

　
　
　
－
．
－

◆
第
1
回
花
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
十

　
日
町
市
太
田
島
集
会
所
周
辺
）

　
　
袴
田
京
太
郎
さ
ん
を
講
師
に
、
花

　
の
道
の
オ
ブ
ジ
ェ
作
成
。
2
0
チ
ー
ム

　
●
1
2
0
人
が
参
加
。

花
の
道
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　
　
（
太
田
島
集
会
所
で
）

　
　
　
0
　
　
4

　
　
　
1
．
2

◆
第
2
回
花
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
十

　
日
町
市
太
田
島
集
会
所
周
辺
）

　
　
太
田
島
周
辺
の
花
の
道
プ
ラ
ン
を

　
作
成
。
1ー
チ
ー
ム
・
7
0
人
が
参
加
。

　
　
　
0
●
5

　
　
　
4
ー
　
　
り
乙

◆
第
3
回
花
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
サ

　
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
）

　
　
立
木
泉
さ
ん
を
講
師
に
、
花
の
ブ

　
ロ
ー
チ
を
作
成
。
3
0
人
が
参
加
。

　
4
－
　
　
　
　
　
4
　
　
【
U

　
　
●
　
－
　
●
　
　
　
～

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
4
－
　
　
　
4
ー

◆
安
斎
重
男
写
真
塾
「
妻
有
の
小
正
月

を
撮
る
」

　
　
ほ
ん
や
ら
洞
、
鳥
あ
な
、
季
節
市
、

　
す
み
ぬ
り
祭
な
ど
撮
影
。
3
0
人
参
加
。

　
　
　
　
　
4

　
　
　
1
　
●
　
　
　
～

　
　
　
　
　
1

◆
「
小
中
学
生
5
0
0
0
人
の
写
真
騒

動
」
実
施
中

　
　
学
校
単
位
で
、
子
供
た
ち
に
よ
る

　
地
域
の
ス
テ
キ
発
見
活
動
。

花
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
ひ
と
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
山
　
淳
　
二
さ
ん
（
十
日
町
市
・
花
む
ら
）

　
私
は
里
創
プ
ラ
ン
「
花
の
道
」
事
業

で
花
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
委
嘱
さ
れ
た

村
山
淳
二
で
す
。
今
後
、
地
域
の
皆
様

方
に
お
目
に
か
か
る
機
会
も
多
い
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
ず
．

　
「
花
の
道
」
事
業
は
、
住
民
の
皆
様

方
と
私
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
し
、
県
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

推
進
し
て
い
く
事
業
で
、
地
域
の
理
解

が
な
け
れ
ば
実
現
も
継
続
も
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
そ
こ
に

居
住
す
る
人
達
が
長
い
間
慣
れ
親
し
ん

で
き
た
環
境
、
付
き
合
っ
て
き
た
植
物

な
ど
を
十
分
考
慮
し
つ
つ
、
よ
り
素
敵

な
里
づ
く
り
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

心
掛
け
ま
す
。
お
互
い
の
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
大
い
に
意
見
交
換
し
ま
し
ょ

う
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

　
こ
の
事
業
は
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
と
て

も
重
要
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
地

域
を
十
分
観
察
し
、
周
辺
が
素
晴
ら
し

く
な
る
夢
を
見
る
習
慣
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
も
し
構
想
が
ま
と
ま
っ

た
ら
そ
れ
を
ぜ
ひ
私
に
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。
実
現
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
し

ま
す
。
で
も
、
「
だ
め
な
も
の
は
だ
め
」

と
、
辛
口
で
そ
っ
け
な
い
一
面
も
持
ち

合
わ
せ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点
は
悪

し
か
ら
ず
…
…
。
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高
倉
の
天
狗
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん

斎
木
氏
の
天
狗
諌

　
越
ヶ
谷
市
の
斎
木
金
作
氏
（
高
倉
出

身
）
が
「
高
倉
の
神
話
・
天
狗
様
の
話
」

と
題
し
て
、
東
京
高
倉
会
の
機
関
誌

（
平
成
三
年
版
）
に
次
の
名
文
を
寄
せ

て
お
ら
れ
る
。

　
今
か
ら
百
二
十
年
ほ
ど
前
に
、
高
倉

の
半
七
に
七
五
郎
（
通
称
五
郎
・
以
下

五
郎
と
書
く
）
と
い
う
少
年
が
居
た
。

五
郎
は
十
一
歳
の
時
に
沖
立
の
豪
農
重

右
衛
門
家
（
数
藤
春
夫
氏
宅
）
に
作
男

と
し
て
奉
公
し
て
い
た
が
、
ド
ラ
マ
は

五
月
の
下
旬
に
起
き
た
。
夕
暮
れ
時
に

延
命
寺
山
で
草
を
刈
っ
て
い
た
五
郎
は

不
意
に
空
か
ら
舞
い
降
り
た
異
様
に
大

　
　
　
　
　
さ
ら

き
な
物
体
に
撰
わ
れ
て
し
ま
い
、
何
が

な
ん
だ
か
一
瞬
わ
け
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
た
。
下
を
見
る
と
信
濃
川
が
流
れ
て

お
り
、
家
や
田
畑
が
小
さ
く
見
え
る
。

五
郎
は
、
　
「
あ
あ
、
こ
れ
は
話
に
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
天
狗
だ
ナ
」
と
思
っ
た
。

五
郎
を
小
脇
に
抱
え
た
天
狗
は
中
天
高

く
、
夕
闇
の
迫
っ
た
空
を
信
州
の
山
岳

目
指
し
て
飛
ん
で
行
く
。

　
天
狗
に
擢
わ
れ
た
子

　
高
い
山
の
大
き
な
洞
穴
、
そ
れ
が
天

狗
の
住
居
だ
っ
た
。
五
郎
は
恐
る
恐
る

天
狗
を
見
た
。
神
楽
の
時
に
見
た
天
狗

（下）

　
　
　
　
　
　
子
　
幸
　
作

の
面
に
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
顔
は
赤
く

鼻
は
高
く
、
眼
は
大
き
く
て
身
長
は
六

尺
豊
か
、
目
方
は
十
八
貰
以
上
か
、
背

中
に
翼
の
よ
う
な
も
の
が
た
た
ん
で
あ

　
　
　
　
　
　
か
ら
す

る
。
い
わ
ゆ
る
烏
天
狗
で
あ
る
。
震
え

る
脚
を
踏
み
し
め
て
、
五
郎
は
命
ぜ
ら

れ
る
ま
ま
に
火
を
お
こ
し
、
洞
穴
を
暖

　
　
　
　
　
　
そ
　
ば

め
た
。
天
狗
は
蕎
麦
を
食
べ
て
い
る
。

五
郎
に
も
「
食
え
」
と
勧
め
た
が
蕎
麦

　
　
の
ど

な
ど
喉
に
と
お
ら
な
い
。

　
天
狗
は
五
郎
に
「
天
狗
に
な
れ
」
と

言
っ
た
が
、
五
郎
は
承
知
し
な
か
っ
た
。

三
日
が
過
ぎ
た
が
、
五
郎
は
何
ひ
と
つ

食
べ
な
か
っ
た
。
小
さ
い
五
郎
の
体
力

の
限
界
で
あ
る
。
天
狗
は
、
再
三
天
狗

に
な
る
よ
う
に
説
得
し
た
が
、
五
郎
は

拒
み
続
け
た
。
「
ど
う
し
て
も
駄
目
か
」

と
溜
息
ま
じ
り
に
つ
ぶ
や
い
た
天
狗
は
、

五
郎
に
向
か
い
「
止
む
を
得
ん
、
帰
す
、

以
後
は
人
の
た
め
に
相
談
し
た
い
こ
と

が
あ
っ
た
ら
教
え
を
乞
い
」
と
言
う
や
、

五
郎
を
マ
ン
ト
に
包
ん
で
飛
び
立
っ
た
。

飢
え
と
寒
さ
と
恐
怖
に
、
五
郎
は
失
神

し
て
し
ま
っ
た
。

絶
食
が
五
郎
を
救
う

　
翌
朝
、
何
か
物
音
が
す
る
の
で
半
七

の
家
人
が
出
て
み
た
ら
、
半
死
の
五
郎

が
軒
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
神
隠
し
に

　
　
　
　
　
　
あ
き
ら

遭
っ
て
な
か
ば
諦
め
て
い
た
五
郎
が
帰

っ
て
来
た
の
だ
。
前
に
も
、
室
島
で
こ

う
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
相
ノ
田
の
幸

ち
ゃ
ん
と
い
う
人
が
神
隠
し
に
遭
い
、

こ
の
人
は
と
う
と
う
帰
ら
な
か
っ
た
が

天
狗
の
洞
穴
で
何
か
食
べ
る
と
帰
し
て

も
ら
え
な
い
と
い
う
。
五
郎
は
何
も
食

べ
な
か
っ
た
の
で
帰
さ
れ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
と
に
か
く
、
五
郎
は
半
死
の

状
態
で
帰
っ
て
来
た
。

　
手
厚
い
看
護
の
か
い
あ
っ
て
、
五
郎

は
息
を
吹
き
返
し
た
。
着
替
え
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ふ
だ

に
帯
を
ほ
ど
い
た
と
こ
ろ
御
札
が
二
枚

出
て
来
た
。
そ
れ
に
は
”
金
剛
山
”
の

焼
印
が
押
さ
れ
て
あ
っ
た
。
金
剛
山
と

は
ど
こ
の
山
な
の
か
、
天
狗
は
今
で
も

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
後
年
、
五
郎
は
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
こ
ら

ジ
ナ
ホ
ウ
の
ツ
ン
ネ
に
石
の
祠
を
建
て

　
　
　
　
　
　
　
ま
つ

て
御
札
の
一
枚
を
祀
り
、
一
枚
は
家
の

大
神
宮
様
の
棚
に
祀
っ
て
朝
夕
礼
拝
し

た
。
没
後
の
今
も
、
下
條
へ
越
し
た
娘

さ
ん
夫
婦
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

念
力
を
授
か
つ
て

　
成
人
し
た
五
郎
は
甚
兵
衛
へ
養
子
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ

行
き
、
一
男
一
女
を
得
た
。
こ
の
頃
か

ら
五
郎
は
八
卦
を
観
る
様
に
な
っ
た
。

天
狗
か
ら
神
通
力
を
授
か
っ
た
の
だ
。

病
人
に
は
乞
わ
れ
る
ま
ま
に
薬
も
つ
く

っ
た
。
昼
間
は
薬
草
を
採
り
、
夜
は
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん

人
が
寝
静
ま
る
と
起
き
だ
し
て
煎
じ
た

り
焼
い
た
り
、
天
狗
直
伝
の
製
法
で
調

合
す
る
の
だ
が
、
こ
の
薬
が
大
変
に
効

果
が
あ
っ
て
評
判
に
な
っ
た
。
今
で
も

頼
ま
れ
る
と
こ
の
門
外
不
出
、
家
伝
の

秘
薬
を
二
代
目
が
作
っ
て
く
れ
る
と
い

う
。
八
卦
も
よ
く
当
た
っ
て
喜
ば
れ
た
。

　
五
郎
を
も
つ
と
も
有
名
に
し
た
の
は

昭
和
四
年
二
月
大
雪
の
年
の
で
き
ご
と

で
あ
っ
た
。
隣
り
集
落
の
霧
谷
の
向
道

の
母
ち
ゃ
ん
が
、
千
手
へ
用
足
し
た
帰

り
に
花
立
峠
で
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
て
遭

難
し
た
事
件
で
あ
る
。
親
戚
知
人
は
も

と
よ
り
、
千
手
や
仙
田
の
消
防
団
二
百

名
を
超
す
捜
索
隊
が
大
雪
の
峠
道
を
捜

し
た
が
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
翌
日
も
徒
労
に
終
わ
っ
た
。

　
三
日
目
に
「
天
狗
様
に
お
願
い
し
た

ら
」
と
い
う
こ
と
で
五
郎
の
出
番
と
な

っ
た
。
竹
の
枝
を
一
本
持
っ
た
五
郎
は

案
内
人
の
後
に
続
い
た
。
表
情
は
幾
分

固
く
、
心
に
何
か
念
じ
て
い
る
ふ
う
で

あ
る
。
花
立
を
越
し
て
二
曲
が
り
目
の

　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
こ

所
で
あ
っ
た
。
　
「
此
処
だ
」
と
言
っ
て

五
郎
は
持
っ
て
い
た
杖
を
雪
の
上
に
立

て
た
。
捜
索
隊
が
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
約

一
メ
ー
ト
ル
の
雪
の
下
か
ら
遺
体
が
発

見
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら

五
郎
天
狗
の
名
声
は
一
気
に
高
ま
り
、

近
郷
近
在
の
み
な
ら
ず
、
遠
く
は
十
日

町
、
中
里
村
、
柏
崎
か
ら
も
人
が
集
ま

っ
た
。
天
狗
の
命
日
（
な
ぜ
か
特
に
祀

る
日
を
命
日
と
称
し
、
毎
月
一
日
と
十

五
日
）
に
は
、
こ
の
祠
に
行
列
が
で
き

る
ほ
ど
の
賑
わ
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
た
か
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ね

後
年
、
鷹
羽
で
起
き
た
樽
沢
の
米
さ
ん

と
い
う
人
の
雪
中
遭
難
事
故
も
花
立
の

ケ
ー
ス
と
同
様
で
あ
っ
た
。

　
五
郎
天
狗
よ
安
か
れ

　
大
東
亜
戦
争
が
激
化
し
て
、
長
男
の

今
で
も
参
拝
者
が
あ
る
五
郎

天
狗
を
祀
る
石
碑

金
治
氏
が
ビ
ル
マ
で
戦
死
し
た
。
そ
し

て
敗
戦
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
五

郎
は
八
卦
を
観
る
こ
と
を
止
め
た
。
長

女
に
婿
さ
ん
を
も
ら
い
、
後
事
を
託
し

た
五
郎
は
、
昭
和
三
十
三
年
一
月
に
七

十
八
歳
で
大
往
生
を
と
げ
た
。

　
数
奇
な
運
命
を
た
ど
り
、
貴
重
な
体

験
を
し
、
世
の
人
の
た
め
に
つ
く
し
た

五
郎
天
狗
も
つ
い
に
逝
っ
た
。
金
剛
山

の
天
狗
様
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　
だ
ん
場
で
五
郎
を
焼
く
火
葬
の
煙
が

粉
雪
が
ち
ら
つ
い
て
い
る
の
に
真
直
ぐ

天
に
伸
び
て
い
る
。
オ
オ
、
正
に
五
郎

天
狗
昇
天
の
図
で
あ
る
。
家
の
横
で
作

業
し
て
い
た
私
は
、
思
わ
ず
膝
を
屈
し

て
し
ば
し
雪
の
上
に
合
掌
し
た
。
五
郎

天
狗
、
永
遠
に
安
か
れ
。
　
　
　
（
終
）
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転
出
・
転
入
・
転
居
届
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ら
れ
る
方
に

　
役
場
に
こ
ら
れ
る
際
は
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も

の
（
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
身
分
証
明
書
な
ど
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　
代
理
人
の
場
合
は
「
委
任
状
」
と
、
代
理
人
ご
自
身
の
身
分
証

明
書
な
ど
、
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
は
、
最
近
各
地
で
起
き
て
い
る
不
正
な
住
民
移
動
（
本
人

の
知
ら
な
い
間
に
住
民
票
を
移
さ
れ
て
い
る
な
ど
）
に
よ
る
財
産

侵
害
事
件
を
防
止
す
る
た
め
、
上
部
行
政
機
関
の
指
導
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
比
べ
、
多
少
お
手
間
と
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
住
民
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　全国各地で活動している団体や事例を取り上げ、その様子

を紹介したり、地域の魅力をアピールしたりする番組「笑顔

がいちばん！」で川西町が取り上げられます。

放送日時＝3月14日（日）午前7時30分～8時

内容＝・「寒九のトロロの里づくり」の活動の様子

　　　・「かわにし夢きゃらばん」の奈良公演への準

　　　　備とこれまでの取り組み

　　　・特産品づくりに励む人たちの紹介
一　　〇　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　〇

ご
家
族
で
ご
加
入
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
交
通
災
害
共

済

艦…錨漿珊蜘購蹴紳綴癩糠糊瞬劇、

　公開プしゼしテーシ9しセ開催1
■日時　3月17晒　　　　　1
冨無ぞ雛灘辮主要，べ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　ントなどの発表　　　　　　　　　髭
　　　　　　・見城美枝子さんの特別講演　　　　蓄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姦
　　　　　　　青森大学教授、エッセイスト、　蒙
　　　　　　　　ジャーナリスト、福岡県春日市　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銭　　　　　　　　ふれい文化センター長　　　　　萎
　（見城さん）　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢
※入場は無料で、どなたでも参加できます。ぜひ、　妻

認蝋論欝議轟殻．頒．繭．跳璽鍛．．総、騰．濾ノ

　　　　　電話帳を回収します

　NTTでは、3月中旬ごろから新しい電話帳「魚沼ハロ

ーぺ一ジ」をお客様にお届けいたします。

　その際、今までお使いの電話帳は、紙資源として再利用

するため回収させていただきますので、配達員が新しい電

話帳をお届けしたときにお渡しください。

　また、NTTのお客様窓口に電話帳回収ボックスを4月

末日まで設置いたしますので、ご協力をお願いいたします。

＊電話帳回収についての連絡先

　NTT電話帳お届けセンター

　　　　（フリーダイヤル　0120－324182）

・受付時間は、土・日・祝日を除く9時から17時までです。

※問い合わせ先

　電気通信共済会新潟営業所（盈025－246－4117）

　　　O　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　O

◆見舞金の請求期間は　　　題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五葦
　交通災害を受けた日から起算して　　　　　万lr
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円倉
　原則として1年以内です。　　　　　　　　）オ
　　1年を経過した場合は請求　　　　　　　　姜づ

　できませんのでこ注意　　　　（（　　　　つ仁
　ください。　　　　　　　　　・』ひ・　　　蕊」

　
県
交
通
災
害
共
済
の
更
新
加
入
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
嘱
託
員
を
通
じ
て
申

込
書
が
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
、
い
く
ら
自
分
で
注
意

し
て
い
て
も
、
万
一
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
す
で
に
、
加
入
し
て
い
る
方

も
三
月
末
日
で
共
済
期
間
が
終
わ
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
ご
家
族
全
員
が
加
入

す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
平
成
十
年
度
加
入
し
た
人
は
二
、
〇

七
六
世
帯
・
七
、
八
七
二
人
（
加
入
率

九
三
・
四
％
）
で
、
事
故
に
あ
い
見
舞

金
を
受
け
ら
れ
た
方
は
十
一
人
（
二
百

二
十
五
万
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
申
込
書
は

　
　
次
の
こ
と
に
注
意

①
申
込
書
と
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
人

　
数
と
金
額
を
記
入
し
、
会
費
を
添
え

　
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

②
こ
と
し
三
月
末
日
ま
で
に
転
出
す

　
る
方
は
、
加
入
で
き
ま
せ
ん
（
学
生

　
に
つ
い
て
は
加
入
で
き
ま
す
。
）
名
前

　
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
ら
、
棒
線
で

　
消
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
込
書
に
、
名
前
が
打
ち
出
さ
れ

　
て
い
な
い
方
は
、
余
臼
欄
に
書
き
加

　
え
て
く
だ
さ
い
。

④
申
込
書
は
、
左
右
切
り
離
さ
ず
、

　
嘱
託
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

◆見舞金が支払われないもの◆

●会員の故意又は重大な過失による場合

●会員の無免許・無資格運転又は酒気帯び運転の場合

　（これらの事情を知りながら同乗の場合を含む。）

●会員の犯罪行為中の場合

●会員又はその遺族が不正に見舞金の支給を受けよう

　とした場合

●地震・洪水その他の天災による事故

●交通事故証明書がないと見舞金が減額されることが

　あります。

※詳しくは、総務課防災交通係にこ照会ください。
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～
精
神
科
に
入
院
さ
れ
て
い
る
方
へ
～

　
川
西
町
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
十
年

四
月
以
降
精
神
疾
患
に
よ
っ
て
一
か
月

以
上
入
院
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
入
院

し
た
こ
と
が
あ
る
方
で
、
老
人
医
療
を

受
け
て
い
な
い
七
十
歳
未
満
の
方
に
対

し
、
医
療
費
の
自
己
負
担
の
三
分
の
一

（
一
か
月
一
万
円
を
限
度
）
を
助
成
し

ま
す
。
【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
入
院
費
の
受
領
書

②
印
鑑

③
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
精
神
保
健
福

　
祉
手
帳

④
助
成
金
振
込
先
の
口
座
（
郵
便
局
以

外
）
の
通
帳

⑤
保
険
証

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

住
民
課
保
健
係

（
智
6
8
1
3
1
1
1
〈
内
線
2
0
8
〉
）

環
境
に
関
す
る
講
演
会

●
日
　
時
　
3
月
1
2
日
働

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
7
時
か
ら

●
場
所
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

●
講
師
緑
の
サ
ヘ
ル

　
　
　
　
　
　
代
表
　
高
橋
一
馬
さ
ん

●
演
題
「
サ
ヘ
ル
地
域
に
お
け
る

　
　
　
　
　
N
G
O
活
動
」

※
入
場
は
無
料
。
中
学
生
以
上
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

小
わ
琶

　
　
　
畔
壇
山
．
同
崎
正
風
選

初
孫
の
一
人
占
め
な
る
雛
の
宿

初
孫
に
買
ふ
雛
飾
り
選
び
け
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

野
も
山
も
動
く
気
配
い
に
日
脚
伸
ぶ

大
試
験
受
か
り
し
孫
に
祝
い
膳

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

万
作
の
色
鮮
や
か
に
雪
の
中

玄
関
の
戸
を
開
け
放
ち
豆
を
撒
く

　
　
　
　
　
　
四
郎
兼
平
野
恵
春

立
春
を
捲
り
忘
れ
し
暦
か
な

旧
正
や
午
後
よ
り
妻
の
長
電
話

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

浬
繋
像
一
人
の
老
の
手
を
合
わ
す

雷
の
あ
り
た
る
今
朝
の
雪
深
し

　
　
　
　
　
　
田
中
町
石
沢
澄
代

軟
ら
か
に
降
っ
て
は
止
ん
で
春
の
雪

定
期
バ
ス
通
る
時
刻
や
日
脚
延
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

タ
ク
シ
ー
が
屋
台
で
止
る
霜
夜
か
な

早
出
番
暗
き
庁
舎
に
梅
の
鉢

　
　
　
　
　
　
水
口
沢
　
高
橋
　
願
似

男
衆
の
雪
庇
落
し
も
春
近
し

鳶
舞
う
て
空
の
春
め
く
色
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

シ
ベ
リ
ヤ
は
抑
留
の
地
や
鳥
帰
る

雪
解
け
て
休
耕
田
で
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

電
柱
の
建
替
工
事
雪
五
尺

か
む
る
雪
重
し
と
傾
ぐ
椿
か
な

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

山
茶
花
に
母
を
偲
び
て
水
注
ぐ

　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
T
J
　
　
　
　
　
T
J

　
照
明
に
雪
の
色
あ
り
祭
り
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

雪
祭
り
西
の
雪
山
ま
だ
丸
し

雪
祭
り
喧
騒
遁
れ
個
展
見
る

　
　
　
　
　
　
下
平
新
田
　
清
水
き
よ
し

凍
み
渡
り
し
て
バ
ス
停
へ
急
ぎ
け
り

雪
祭
終
り
て
雪
の
生
活
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斉
木
　
和
人

落
し
た
る
手
袋
乗
せ
て
バ
ス
去
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
由
喜

雪
椿
咲
い
て
故
郷
を
偲
び
け
り

　
　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

啄
木
鳥
の
大
樹
叩
け
ば
春
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
涛

水
道
の
洩
る
・
水
音
肌
寒
し

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

雪
ど
け
の
道
子
供
等
の
あ
そ
び
場
に

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
　
徳
治

ヒ
ヨ
鳥
も
家
族
と
な
り
て
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
小
林
　
　
哲

屋
根
の
雪
ど
さ
り
と
落
ち
し
日
和
か
な

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

雪
崩
跡
笹
の
青
さ
に
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
樋
ロ
タ
マ
エ

三
毛
猫
の
背
伸
び
爪
研
ぎ
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

凍
渡
り
林
の
奥
の
静
か
か
な

　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

銀
色
に
ほ
ど
け
そ
め
た
る
猫
柳

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
長
野
　
キ
ミ

風
花
の
光
と
な
り
て
消
え
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

鉢
植
え
の
花
を
集
め
て
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ッ
エ

）
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
）

●休目救急医
3月14日　山口医院（下条）

　　　　費55－2003
　　〃　津南病院（津南町

　　　　暦65－3161
　21日　長山医院（津南町

　　　　智66－2877
　　〃　中条病院（中条）

　　　　費57－3018
　22日　大島医院（川原町

　　　　智52－2957
　28日　大坪医院（四日町

　　　　費57－6100
4月4日　至誠堂医院（西浦町

　　　　費5’2－3276
　11日　川西町診療所（高原田

　　　　智68－2034
　　〃　上村病院（中里村

　　　　費63－2111

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

○
が
ん
は
怖
い
病
気
で
は
な
い

　
「
が
ん
は
怖
い
病
気
だ
」
　
「
が
ん
”

死
」
と
考
え
て
い
る
人
は
ま
だ
多
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
　
「
が
ん
は
治
る
」

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
早
期
に
発
見

で
き
れ
ば
、
胃
が
ん
で
も
子
宮
が
ん
で

も
九
十
％
以
上
は
治
り
ま
す
。

○
し
か
し
、
が
ん
死
亡
は
増
え
て
い
ま

　
す
　
が
ん
は
、
加
齢
と
と
も
に
発
病
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
四
十
・
五
十
代
か
ら

急
力
ー
ブ
で
増
え
て
ゆ
き
ま
す
。

　
明
治
・
大
正
の
時
代
の
平
均
寿
命
は

五
十
歳
に
も
届
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
が
ん
に
な
り
や
す

い
年
齢
に
な
る
前
に
、
ほ
か
の
病
気
で

亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
が
、

「
が
ん
は
怖
い
病
気
で
は
な
い
が
、
が

ん
死
亡
が
増
え
て
い
る
」
理
由
で
す
。

　
長
生
き
を
す
る
現
代
人
に
と
っ
て
、

が
ん
は
特
別
な
病
気
で
は
な
い
の
で
す
。

○
が
ん
は
予
防
で
き
る

　
が
ん
に
限
ら
ず
生
活
習
慣
病
の
予
防

は
一
次
予
防
と
二
次
予
防
に
分
け
ら
れ

ま
す
．
予
防
方
法
を
火
災
に
倒
る
と
翻

「
茨
予
防
」
は
火
の
用
心
に
よ
る
出
⑳
⑱

瞥
辞
筆
一
倣
靖
瓠
璃
縦
鞠

《
季
防
〉
　
　
　
聡

日
本
人
の
が
ん
は
・
消
化
葉
が
約
認

六
売
呼
吸
葉
が
約
二
＋
％
を
占
臨

飾
転
蹴
鰭
転
盆
鰭

ま
す
。
《
二
次
予
防
》

　
二
次
予
防
は
、
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
よ
る
進
行
予
防
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
定
期
的
に
健
康
診
査
を

受
診
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
十
一
年
度
の
検
診
申
込
書
を
配
布
い

た
し
ま
す
。

　
申
込
書
は
、
三
月
二
十
一
日
ま
で
に

町
内
の
嘱
託
員
（
組
長
）
さ
ん
ま
で
お

届
け
く
だ
さ
い
。

『
健
慮
づ
《
凹
朗
毯
禽
』
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
昨
年
7
月
よ
り
水
中
運
動
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
と
生
涯

を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
●
期
　
日
　
3
月
1
8
日
㈱
午
後
1
時
30
分
か
ら

　
●
場
　
所
　
川
西
町
商
工
会
館

　
●
講
　
師
　
明
治
学
院
大
学
名
誉
教
授
　
高
橋
賢
］
先
生

011．3．10



、
黍
嚢
離
、
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
コ

葛
彦
き
き
葛
ぷ
φ
葛
笛
嵐

う
ぶ
声
i
お
す
こ
や
か
に

高
橋

涌
井

滋
野

姫ひ
　め
子こ

し
ょ
う
た

翔
太

雅ま
　　さ

樹き

祐
介

　
　
　
野

京
　
子

政
　
弘

　
　
　
上

か
な
い

政
　
隆

　
　
　
野

貴
　
子

口野口
・

中
村

ま
　
　
ほ

　
　
　
　
き

真
帆
　
　
令

　
　
　
直

中

ネ寸

真ま

マ胡こ

直
　　修

子
上
　
野

子
上
野

　中高丸川
　村橋山崎昇
釜　　　天
月リ政忠信1
1ター司夫ご
ヲ9・8・7673め

28⊃（董信い
日　稔　 福

届夫　一夫を
け一一一一祈
雰坪伊根学る
＿　　　校
　山友深町

地
域
振
興
券
を
次
の
日
程
で
交
付
し
ま
す

　
該
当
者
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
す
で
に
申
請
書
が
届
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
各
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

〇一一＿＿＿＿＿o－oo一一一一一一一一〇一〇””“一〇”働＿一＿一＿＿＿o－o鱒一〇〇一〇〇一一”””一”一”一””

，

3
月
1
4
日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
4
時
ま
で

（
千
手
地
区
）
川
西
町
保
健
セ
ン
タ
ー
3
階
（
役
場
裏
）

（
上
野
地
区
）
上
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
橘
地
区
）
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
仙
田
地
区
）
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

驚撒瀬齢も‘考≦と婆訟〕1∋講

　
　
「
は
ん
画
」

〈
1
年
生
井
川
理
恵
さ
ん

⑳
爽

　
　
騨

●　 ●

とと
こ

ろき

※
3
月
1
4
日
に
申
請
手
続
き
が
で
き
な
い
方
は
、
3
月
31
日
ま
で
に
川
西
町
役
場
で
器

　
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
交
付
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

　
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

※
不
明
な
点
は
、
役
場
総
務
課
（
魯
68
1
3
1
1
1
〈
内
線
3
0
1
〉
）
へ
。
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

ト
ル
、
標
高
差
四
十
七
メ
ー
ト
ル
、
極

限
登
高
標
高
差
二
十
四
メ
ー
ト
ル
、
ク

ラ
シ
カ
ル
走
法
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
を
機
に
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

や
国
体
と
、
全
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

中
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
も
多
く
育
っ

て
い
ま
す
。
将
来
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
も
登
場
す
る
の
で
は
…
…
。

oo－ooooo－oo一一〇一一一〇〇〇〇〇一〇一〇600000000000

〉
一
除
雪
」

　
、
4
年
生
蔵
品
隆
法
く
ん

e轟壕
幽・驚
　　　，濠

0　6

娼
伊

　
　
「
カ
レ
ン
ダ
ー
」

〈
3
年
生
小
海
菜
奈
さ
ん

＠働⑰

〈
上
野
小
学
校
丁

　
表
紙
の
写
真

　
二
月
七
日
、
中
子
台
地
に
あ
る
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
、
町
民
ス
キ
・

1
大
会
・
町
内
小
学
校
親
善
ス
キ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
町
民

ス
キ
ー
大
会
は
二
十
一
回
、
小
学
校
親

善
ス
キ
ー
大
会
は
十
四
回
を
数
え
ま
す
。

　
コ
ー
ス
の
全
長
は
三
・
○
キ
ロ
メ
ー

〉
［
ゆ
り
」

　
5
年
生
内
山
雅
隆
く
ん

㊧

11，3．10⑫

》
「
色
づ
く
木
々
深
ま
る
秋
」

　
6
年
生
小
林
弘
樹
く
ん
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2
　
、

（
4
月
号
は
橘
小
学
校
で
す
）

▲「かけ算の絵」

　2年生小川諒兵くん


